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昭和産業株式会社 平成２６年３月期第３四半期決算の発表について  

 
昭和産業株式会社（社長：岡田茂）の平成２６年３月期第３四半期連結決算は、売上高1,861億4百万円、

経常利益80億83百万円となりました。平成２６年３月期通期連結業績予想については、平成２５年５月１

４日に公表した業績予想からの変更はなく、売上高2,400億円、経常利益88億円を見込んでおります。 

 
【平成２６年３月期第３四半期連結決算】 

当第３四半期連結累計期間の我が国経済は、政府のデフレ脱却に向けた財政・金融政策への期待感から景

況感に改善の兆しは見られたものの、本年４月からの消費税増税への懸念や海外景気の下振れリスクなど、

景気は先行き不透明な厳しい状況が続きました。 
食品業界におきましても、原料穀物相場はやや落ち着きを見せましたが、急速な円安の影響もあり製造コ

ストは依然として高く、さらに消費者の節約志向や低価格志向が継続するという厳しい環境にありました。 
このような状況の中、当社グループは、2012年（平成24年）よりスタートした「中期経営計画12－16」

の６つの基本戦略「①基盤事業の持続的成長」「②新たな分野への挑戦」「③海外事業の強化」「④効率化の推

進」「⑤グループ連携の強化」「⑥ＣＳＲ経営の推進」の下、具体的な施策の推進に努めてまいりました。 
これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、連結売上高は186,104百万円と前年同期に比べ

13,946百万円（8.1%）の増収となりました。営業利益は7,301百万円と前年同期に比べ753百万円（11.5%）

の増益、経常利益は8,083百万円と前年同期に比べ972百万円（13.7%）の増益、四半期純利益は5,542百

万円と前年同期に比べ834百万円（17.7%）の増益となりました。 
 

【平成２６年３月期連結業績予想】 

第４四半期以降も為替や穀物の相場動向など、当社グループを取り巻く経営環境は不透明な状況が続く 

ものと予想されます。これを鑑みまして、平成２５年５月１４日に公表した平成２６年３月期（平成２５年

４月１日～平成２６年３月３１日）の連結業績予想につきまして変更はなく、売上高2,400億円、営業利益

85億円、経常利益88億円、当期純利益は50億円を見込んでおります。 
以上 
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